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電気通信審議会議事規則第５条の２及び接続に関する議事手続細則第２条の規定により、平成１２年１１月１７日付け郵通議第３１６６号で公告された接続約款案に関し、別紙のとおり意見を提出します。

■ＭＤＦ接続の料金について

【東西ＮＴＴ殿接続約款案】

	区分
	接続料

	電話重畳する場合

（所謂ラインシェアリング）
	ＮＴＴ東日本・西日本のスプリッタを使用しない場合
	４１０円       

	
	ＮＴＴ東日本・西日本のスプリッタを使用する場合
	６２７円       

	電話重畳しない場合

（所謂ドライカッパ）
	２，２４４円       


【弊社の考え方】

　今回設定されたＭＤＦ接続の料金については、接続料に含まれる原価のうち、接続料として回収することが不適切なものが含まれており、問題点が多いものと考えております。以下に述べるとおり、料金の再設定等を要望いたします。
1． 回線管理運営費

【東西ＮＴＴ殿接続約款案】
	項目
	内容
	内訳

	回線管理運営費
	接続事業者からの申込み受付費用及びＤＳＬのユーザーデータベースの維持・運用費用
	２０３円

	
	接続事業者への接続料の請求・回収費用
	１３６円


【弊社の考え方】
回線の管理業務及び接続料請求に関するコストを回収する必要性は理解いたしますが、今回設定された料金は、内容を見ると不適切なものであると理解しております。真に必要なコストのみを明確にした上で、再設定すべきと考えます。 
(1)申込み受付け費用及びデータベース維持・運営費用
算定根拠によると、接続会計では「専用線加入者モジュール」に区分された費用を、そのまま適用しております。専用線加入者モジュールのコストを適用する根拠が全く不明確なものと考えます。弊社の理解では、ＤＳＬ回線の管理は、専用線に比較し簡便なもので対応可能であると考えております（具体的には、ドライカッパであり品目はない、回線構成は東西ＮＴＴ局舎からユーザｰ宅までの回線のみと、簡単なもの）。特に電話回線との重畳の場合、回線はすでに電話ＤＢにて管理されており、スプリッタの有無および事業者名・開通工事の項目を設定し、料金システムへの引継ぎを行なう程度の簡単な改修で足りるものと考えます。したがって、専用線加入者モジュールのコストを、ＭＤＦ接続の原価として適用することは理解できません。

また、
申込み受付費用は、申込み時にしか発生しないと共に、別途工事費等の一時金を支払っていることも考慮すると、月額の料金から回収することは不適切であると理解いたします。したがって、申込み受付にかかるコストは除外すべきと考えます。

(2)接続事業者への接続料の請求・回収費用

(1)と同様、専用線コストを適用することは不適切であると考えます。また、接続会計や算定根拠からは、(1)(2)は区別されておらず、原価の適正性を判断することはできません。

接続事業者への請求は、回線毎に行われることはなく、申込み回線数が多くなれば請求関連コストは低減していくものと理解しております。また、東西ＮＴＴのユーザー数に比較し、接続事業者はきわめて少数であり、個別請求が基本となる専用線の回線管理運営費（１３６円）を回収することは不適切であると考えます。
2． 故障受付費用

【東西ＮＴＴ殿接続約款案】
	項目
	内容
	内訳

	故障受付
	ＤＳＬ固有の故障受付費用
	４１円


【弊社の考え方】
故障受付費用は、従来接続を行なっている専用線において、個別に回収されていない費用となっております。また、電話重畳の場合、電話の故障受付けで対応していることもあり、その電話故障受付けコストは、電話サービスの基本料から回収済であると考えます。したがって、故障受付費用は、接続料から除外すべきと考えます。
■コロケーションに関する標準的期間について

【弊社の考え方】
今回の申請内容については、従来の運用に比べ期間が短縮されているものの、未だ不十分なものであると考えます。弊社としては、更に以下のとおり変更していただきたいと考えます。特に、②ＰＯＩの設置の申込み～工事の着手期間（ＮＴＴ東西工事の場合）が２ヶ月と非常に長いため、１ヶ月に短縮することを要望いたします。また、ＭＤＦ接続に関する工事の場合、スプリッタ・ルータの設定等比較的小規模の工事となるため、２週間程度に短縮していただきたいと考えます。 
※網掛け部分が当社の要望期間

	
	接続事業者が工事をする場合
	ＮＴＴ東日本・西日本が工事をする場合

	
	通信用建物内のみ
	左記以外
	通信用建物内のみの場合
	左記以外

	
	
	
	ＭＤＦ接続
	ＭＤＦ接続以外
	

	①ＰＯＩの調査
	１ヶ月

→２週間
	１ヶ月半

→１ヶ月
	１ヶ月→２週間
	１ヶ月半

→１ヶ月

	②ＰＯＩの設置の申込み～工事の着手
	１ヶ月
	２ヶ月

→１ヶ月

	③工事の着手
	
	１ヶ月

→２週間
	１ヶ月半
	３ヶ月

→１ヶ月半


■作業単金について

【東西ＮＴＴ殿接続約款案】
	８，８４４円→８，２９５円

（平日昼間・一人当たり１時間ごとに）


【弊社の考え方】
  今回の申請内容において作業単金が低廉化したことは評価できるものと考えます。しかしながら未だ高い水準であると理解しております。今後とも業務運営の効率化を推進し、その結果を反映していただきたいと考えます。

■ＶＰＮ登録工事費について

【弊社の考え方】
ＶＰＮ登録工事の運用において、従来のＮＣＣ－ＶＰＮ方式から、「加入者交換機機能メニュー」方式に変更する際、 既存回線の解約処理および新規登録の２作業が発生するとして、工事費が２回請求されております。この原因はＮＴＴ東西の登録システムの仕様検討が不十分なことに起因するものであると共に、「機能メニュー」方式普及のため、接続料については将来原価方式を導入して、料金の低廉化を行った実績との落差に疑問を感じざるを得ません。

また、ＶＰＮ登録工事費の算定にあたっては、端末操作時間以外の申込書処理等も含まれているものと想定されます。移行工事にあたっては、申込書受理等の処理は新規工事分と併せて行う等、全くの２作業分の負荷がかからないものと考えております。

したがって、移行にかかる工事費は１回分としていただきたいと考えます。

以上
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